
わが国では社会の高齢化に伴い、アルツハイマー病の患者数が増加してい
ます。一方、ごく最近米国において、アルツハイマー病に対する根本的な治
療薬が開発され、期待が高まっています。本講座では、この新しい薬の特徴
を概説するとともに、天然物類縁体による治療薬開発研究の最近の動向に
ついて紹介します。

後援：株式会社新潟日報社

いつまでも健康でいきいきとした生活を送るために

第 回1
「アルツハイマー病」に対する
治療薬開発の最近の進歩

受講
無料

事前
申込制

8 19月 日

新潟市秋葉区で生産されているもち麦はβグルカンという食物繊維を豊富
に含んでおり、食物繊維にはさまざまな健康機能性があることが明らかに
なっています。本講座では“免疫”に着目し、食物繊維と腸内細菌のかかわ
り、免疫力を高めるための食生活についてお話しします。また、もち麦を精麦
する際にでてくるふすまを有効活用した商品開発についても紹介します。

第 回2
もち麦の健康機能性と
地域活性化に資する商品開発

9 23月 日
申込締切

9月13日○水

皆様がご存じの通り、私たちが摂取する食事や健康補助食品等に含まれる
化学成分は健康な身体作りの源であると共に、「病は気から」の言葉どおり
こころの状態も身体の健康と密接に関係します。この演題では、健康維持を
目的とした統合医療の一角を担う「しぜんの恵み」と「こころの安定」にまつ
わる話題について、基礎から最新の研究内容までやさしく解説します。

第 回3
統合医療四方山話
～統合医療を活用し、健康的に生きる知恵～

医療技術学部臨床検査学科 一柳 孝司 教授

申込締切

生活習慣病の予防や生活習慣の改善が叫ばれている一方で、健康などに
関心があっても日常生活の中ではなかなか取り組めていないのが現実のよう
です。毎日の生活で当たり前になっていることを見直し、健やかな生活を送れ
るためのヒントを見出しませんか？血圧や血糖など生活習慣病予防の指標と
最新の理論や調査結果についてのお話しも交えてご説明申し上げます。

第 回4
健康寿命の延伸に向けて
～当たり前を見直そう！いつまでも元気で働けるために～

参加申込み方法は裏面をご覧ください

講師 看護学部看護学科 古地 順子 教授講師

応用生命科学部応用生命科学科 能見 祐理 准教授講師薬学部薬学科 川原 浩一 教授講師

土 土

1119月 日 日10 28月 日 土 10月18日○水

新潟日報メディアシップ 6階ナレッジルーム会 場

時 間

定 員

新潟市中央区万代3‐1‐1（JR新潟駅から徒歩約10分）

（定員に達しましたら、受付を終了させていただきます。）

全4回共通 14：30～16：00（14：00開場）
各回90名

年2023年2023

年2023年2023

お申込みは
コチラから

申込締切

8月7日○月

申込締切

11月9日○木



新潟薬科大学地域連携推進室

※ 定員になり次第、受付を終了させていただきます。（締切状況は本学HPでお知らせします。）
※ 新型コロナウイルス感染症などの状況により、急遽中止とさせていただく場合があります。

表面のQRコードからお申込みいただくか、以下①②のいずれかの方法で、
本チラシ表面に記載した申込締切日（郵送の場合は必着）までにお申し込み
ください。

TEL：0250-28-5421

参加申込方法

講師紹介

川原 浩一 教授
薬学部 応用生命科学部 医療技術学部 看護学部

能見 祐理 准教授

ポリフェノールに代表される天然
由来機能成分を経口摂取した際
に生体内で産生される代謝産物
が持つ疾病予防効果の研究を
行っています。

「看護師の自律性」や「健康で働く
成人」、「急性期から地域へ」をキー
ワードに、看護師が人々の健康生
活支援にどのように関わることが
できるかに関心を持って研究に
取り組んでいます。

一柳 孝司 教授 古地 順子 教授

［郵送先］ 〒956-0864 新潟市秋葉区新津本町1丁目2番37号  新潟薬科大学  新津駅東キャンパス事務室
［FAX番号］ 0250-25-6101

（参加を希望する日程をチェックしてください。複数選択可）

電話番号

住　所

参加日

※複数名での参加の場合も、個別にお申し込みください。受講される方の氏名 （フリガナ）
フリガナ

氏　　名

郵送またはFAX

〒 ‐

8月19日（土）
2023年

9月23日（土）
2023年

10月28日（土）
2023年

11月19日（日）
2023年

1

メールの件名を「講座申込み」とし、「参加日」「受講者氏名」「フリガナ」「住所」「電話番号」をe-campus@nupals.ac.jp
までお送りください。

メール2

「リガンド」や「受容体」をキー
ワードとして、アルツハイマー病
におけるミクログリア亜種の役割
について研究を行っています。

食品の加工・貯蔵による成分変化
の分子メカニズム解明と品質向
上に資する制御法の開発を目指
して研究に取り組んでいます。

新潟薬科大学
ホームページ

お問い合わせ先


